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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 
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質
問
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ご
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一
般
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問

委
員
会
の
う
ご
き

こ
の
事
業
は
、
一
体
的
に
良
好
で
高

質
な
住
環
境
を
創
出
す
る
た
め
の

整
備
（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ

ロ
ッ
ク
舗
装
等
）
を
行
い
、
交
通
の

便
も
良
く
、
販
売
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
人
が
移
り
住
む
こ
と
に
よ
り
住

民
税
や
固
定
資
産
税
等
が
増
加
し
町
の
財

政
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今

後
の
定
住
人
口
の
増
加
に
期
待
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
令
和
３
年
度
よ
り
発
足
し
た

南
福
島
自
治
会
が
、
新
し
い
自
治
組
織
と

し
て
町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も

期
待
し
た
い
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
５
つ
の
基
本
方
針
に
よ
り
避

難
所
は
運
営
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
感

染
の
拡
大
が
完
全
に
防
げ
る
か
は
確
か
で
は
な

い
。
や
は
り
密
に
な
る
環
境
を
で
き
る
だ
け
避
け

る
た
め
、
避
難
所
に
多
く
の
住
民
が
集
中
し
な
い
よ
う

な
対
策
が
必
要
と
な
る
。
垂
直
避
難
・
遠
方
避
難
・
車

中
避
難
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
周
知
し
、

住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
の
と
き
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
れ
ば
良
い
の
か
、
家
族
等
で
話
し
合
い
、
共
有
し
て

お
い
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
住
民
が
判
断
す

る
際
、
基
準
と
な
る
よ
う
な
情
報
の
提
供
を
望
む
。

● 

事
業
の
経
緯

　
玉
村
町
は
、
前
橋
市
、
高
崎
市
、
伊
勢
崎
市

な
ど
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
、
周
辺
都
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
た
が
、

平
成
17
年
度
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
人
口
が
減
少

し
て
い
る
。

　
転
出
に
関
す
る
要
因
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、「
玉
村
町
に
住
宅
を
建
て
て
住
み
た
い
が
、

建
て
る
土
地
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
っ
た
た
め
、
定
住
人
口
促
進
事
業
と

し
て
本
事
業
を
実
施
し
た
。

● 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
が
収
束
し
な
い
状
況
で
記
録
的
な
大
雨
に

よ
る
水
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
町
で

は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、
最
大
限
の
準
備

を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
も
記
録
的
大
雨
等
に
よ
る
水
害

も
、
人
に
よ
り
確
実
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
状
況
に
応
じ
、
臨
機
応
変

な
対
応
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

＜避難所運営５つの基本方針＞
①避難所の３密防止
・分散避難の推奨（災害発生前から安全な場所の親族や知

人宅へ避難し安全を確保）。
・安全な自宅での垂直避難など、在宅避難の検討。
・避難者1名当たりの占有面積を４㎡とした避難所のレイ

アウト（従来は1.65㎡）。
②避難所の衛生管理と避難者の健康管理
・受入時の検温・健康チェック（各避難所に保健師を配置）
・受入時にごみ袋を配布し共用を避ける。
・十分な換気の実施（可能な限り常時換気）。
・避難者、避難所係員ともマスク、手指消毒、こまめな手

洗いを義務付ける。
・避難所備蓄品に十分な衛生用品を常備しておく。
・避難所内では極力会話を避ける。
・消毒液は受付とトイレ前に設置する。
・手を触れる頻度の高いドアノブや蛇口の定期的な消毒。
③避難所スペースと避難所の拡充
・発災時は小学校を優先的に避難所開設し、教室等も最大

限活用しスペースを確保する。
・発災時は危険度により同時期に複数の避難所を開設する。
・災害時応援協定の締結先に対し、避難所としての施設等

の提供を積極的に要請する。
・平時より民間施設等に発災時の避難所利用について要請

を行う（災害時応援協定促進）。
④避難者自身の感染予防対策
・避難の際には、食料、飲料水等の他、マスク、手指消毒薬、

体温計を持参する。
・基本的な感染予防であるこまめな手洗い、手指消毒を行う。
・避難所内では極力会話を避ける。
⑤感染が疑われる避難者への適切な対応
・37度以上の発熱者や体調不良者は、専用スペース内の段

ボールパーティション区画での避難とする。
・各避難所に保健師を配置し、健康チェックを行う。
・症状が悪化し医師の診療や治療が必要と判断した場合、

救急要請を行う。
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文化センター周辺まちづくり事業の現状と今後について調査

定住人口の増加、さらなる
まちづくりに期待する

コロナ禍における避難所運営について調査

最悪の事態を想定し、
最大限の準備を重ねる

総務経済
常任委員会

Report

民生文教
常任委員会

Report

まとめ

まとめ

歩道・歩行者専用道路のインターロッキングブロック舗装

南東から見た分譲地

新しい町並み

● 

事
業
の
内
容

　

玉
村
町
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
に
全

２
３
６
区
画
の
新
規
住
宅
地
を
造
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
全
２
３
６
区
画
の
約
60
％

の
区
画
が
販
売
さ
れ
、
住
民
比
率
は
町
内

移
住
40
％
、
転
入
移
住
60
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
よ
り
新
行
政
区
「
南
福

島
自
治
会
」
が
発
足
し
た
。

　
区
画
整
理
と
し
て
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
９
月
17
日
に
換
地
処
分
公
告
を
し
、

事
業
完
了
と
な
る
。

玉村高校での段ボールパーティション作成風景


